学会抄録 by 望月,俶 & 島崎,淳
一2388ー 千端医学会雑誌 第 35巻 
6) 赤痢菌内毒素の影響をみるに，成熟群肝 Ach 摂取率をそれぞれ第 1相J131摂取率， 24時間尿を第
量の増加を例外とし，各臓器l乙減少を認めた。乙れ 1相尿と名づけ，叉，充分間隔をおき，午後8時に
等所見は疫痢の赤痢菌内毒素の役割及び交感神経過 p31を静注し， 12時間， 24時間後のJl31摂取率をそ
緊張症状，及び脂肪肝発生に資し得るものと思われ れぞれ第E相 p31摂取率， 24時間尿を第E相尿とす
る。 れば，正常児6例の p31摂取率では 1例を除き，第 
14) 疫痢に関する統計的観察
E相 p31摂取率の方が 12時間， 24時間共に高く，
 
10例の正常児では，第 1相尿中 p31排世率の方が第
 
片桐純也
E相尿より高く，いづれも推計学的に有意の差を認
昭和24年より昭和 33年の聞に当科に入院せる疫 めた。
痢 49例，赤痢 272例に就き臨床統計的観察を行つ 単純性甲状腺腫比シンチグラムを応用し，腫癌に
た。疫痢・赤痢共2---4才の者K多かったが，疫痢 一致した像を得た。小児の単純性甲状腺腫の腺腫型
は7才以後の者は無かったが赤痢は全年令K見られ は年令的K推計するものもあり，早期発見，早期治
た。季節的には両者共 6---9月K多かったが，赤痢 療，更に経過観察lζ重要で，シンチグラムの役割は
の発生を見ない月はなかった。最高体温は疫痢では 大であると考える。 
39--400Cの聞の者が多かったが， 赤痢では大多数
が 37~390C の間にあった。最高脈揮は疫痢では 140， 17) V. D.不応性倫偉病に於ける v.D. AT10， 
赤痢では 120の者が最多数であった。最高体温時脈 パロチン治療の塩類代謝に及ぼす影響
持数を見るに疫痢では熱lζ比例せざる強度の頻脈を 中島博徳，望月 倣，
示す例が多かった。ショック症状発現頻度は疫痢lζ 。鈴木周一，上牧順三
はるかに高く，四肢廠冷 91.8%，チアノーゼ 89.8%， 我々は各種 V.D.不応性向偉病の 6例に就き無治
痘筆 87.8%等々であった。尿アセトン陽性率は疫痢 療， V. D.60万連日， V.D. 60万ノTロチン 3mg週 
79.5%，赤痢 16.1%，尿蛋白陽性率は疫痢 77.5%，赤 2回併用， AT10 1.0cc連日投与の各治療期間中K
こ。7於ける塩類出納代謝研究を行い次の結果を得・で疫痢に於ける毛細血管透過性の充進が20.6%痢 
尿蛋白出現頻度の高い一因であるかもしれない。 Lightwood-Albright型，高燐性腎性向偉病では以上
15) 教室に於ける最近年間の内分泌疾患の統計 の各種薬剤が有効であったとは思われなかったが，

中島博徳，望月 仮， 燐尿崩症では V.D.大量連日では吸収は P，Ca共に

鈴木周一。上牧順三， 好転するがPの蓄積の反って悪化するもの，血清Ca

石井博 の過上昇を来すもの等もあったが， V.D.パロチン

併用週2回投与では V.D.連日投与に略々近い P，
 
昭和 24年 1月 1日より，昭和 34年 10月 16日迄 
Caの蓄積効果があり而も危険な血清Caの過上昇を

K当教室を訪れた，内分泌疾患々者に就き調査した。
来すものは見られなかった。 AT10はP，Caの吸収
患者は 202例で，外来患者総数の 0.6%，内3 入院患
蓄積共に前二者に比し多少劣っていた。
者は 92例で，入院患者総数の 2.5%Iζ当る。疾患別 
では，甲状腺疾患が最も多く，次いで，胎児性軟骨 18) K喪失性腎炎の 1例 t語
異栄養症，肥併症の順となる。患者年令は学童期が 望月 仮，島崎淳(皮泌科)
最も多く，幼児期，思春期，乳児期の順であり，発 
K喪失性腎炎及び原発性アルドステロン症の小児
病年令は，先天性及び乳児期が多く，次いで学童期，
例は未だ十指K満Tこず，本邦に於ては未だ報告例を
幼児期，思春期の順となる。乙の様l乙発病年令が早
原沿いn
期のものが多く，初診時の患者年令が学童期になっ 一
患者は
ー
10才の少女， 2年来の週期性四肢麻痔，極
て多くなるととは，内分泌疾患の早期発見が困難な
度のるい痩，多飲多尿を主訴としト血清Kは1.13
るζとを示唆し，今後，本疾患に対する早期診断， 
meq/lと低下，
-
Na.Clは高く， P.Caは低く，静脈
治療を行う体形を整えることが急務と考えられる。
血 CO2量 40.2Vol %， pH7.23と柏々低く，尿中 17 
16) 小児甲状腺機能検査知見 KS4.75mg，尿中アJレドステロン 7.6μgと共に柏 
々
中島博徳。石井 博 高く，唾液Na/K比の低下 (0.11)あり，血圧正常。
 
p31を午前八時に静注し， 12時間， 24時間後の p31 尿量は平均 1日3立，低調尿，蛋白(十)，尿中陽イオ
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ンは何れも軽度に増加，クリアランス試験では GFR Caは何等かの型で別に与えられなければならない
の低下， Kクリアランスの増加著明， K再吸収率は
負であった。
以上は原発性アjレドステロン症を強く示唆するが
試験開腹並死後の剖検で副腎腫湯・過形成は共に見
られず，叉腎性アチドーヂスとしても疑問を有し，
所謂K喪失性腎炎ならむと推定した。 
19) 乳児期における蛋白質吸収に関する研究
。石井誠一
正常乳児，未熟児，及乳児期 2~3 疾患に対し， 
West等の方法lζ従い蛋白質を経口的K負荷し其後
の血中アミノ N増加曲線を描き，これより消化吸収
過程K就き検討し 2~3 知見を得たので報告した。
1) 正常乳児血中アミノ N増加量は投与後 40分
ようである。
21) 外来に於ける離乳指導成績
。吉田亮J関谷晴子，
鈴木周一
「離乳研究班Jで製作した「離乳基本案JK依っ
て「離乳指導表Jをつくり， 142名の乳児の離乳指
導を行った。本表に従い得た者は 53.5%，従い得ぬ
者は 46.5%であり，従い得ぬ理由中時間及び回数の
不一致K依る者は 23名であった。従って実質的に 
本案lζ従い得ぬ者は 30.2%である。本案に従い得な
い事が体重増加に如何に影響するかを見ると，月令
の若い者では特に影響はなく，むしろ疾病に擢患す 
る事によって体重増加が障害された。月令の進むに 
~1 時間で既に最高値比達し以後次第に下降する傾 従って本案に従う事が体重面でも大きな役割を果し
向を辿った。
2) 未熟児に対する蛋白質負荷試験より，未熟児
は成熟乳児に比べ消化能力が劣り且アミノ酸処理能
力に於いても劣弱性のある事が認められた。
3) ヂストロフィーでは正常乳児K比べ血中アミ
ノN増加量がやや低い傾向を示したが有意の差は得
られなかった。 
“ 4)一肝障害を有する乳児lζ於ては消化能力は差程
の差が認められないがアミノ酸負荷後の血中アミノ 
N値は比較的高値を保ち続け未熟児と類似の傾向を
言志めた。 
20) 離訊食品中の電解質量について
吉田 亮，。西宮芳之助，
山本洋三，石井誠一，
石神一良，布川武男 
離乳期l乙与えられる主要食品を選んで電解質を測
定した。穀類・果実の Na 量は 2.2~90 mgj100gで，
Kは6.7~270mgjl00g， Cl は1O ~60mgj100g， 
Ca は 5.0~160mgYlOO g，Pは12.0--160.0mgj100 g 
であり，穀類以外の植物性食品は CaとP!c乏しい。
動物性食品K比しK・Pの含量が多く， Kは 120--
680 mgj100 g，Pが 150--570mgj100 gで， ~)レク
製品は更に Ca， P含量が他食品l乙比して著明に多
い。離乳食品として市販されている物は全て塩分で
味付されている事が窺われる。離乳が進んでミルク
の飲量が漸次減少し，離乳食の量が増すにつれて 
Na.Cl.Caは不足するが K・Pは不足しないようで
ある。 Na，Clは塩分によって合理的に補われるが，
て来7こ。、本案の量には左程問題はなく，発育の良い 
者は不足とし，発育の悪い者は多すぎると訴えるも
のがあった。然し月令が進むと全般的K量を不足と
する者は減じて来た。撰択食餌中では魚肉・豆腐・ 
卵はよく与えられており，バター，レバー等は案外
少なかったo
22) 電解質代謝より見た未熟児栄養の検討 P
吉田亮，。山本洋三，
布川武男，西宮芳之助，
石井誠一，石神一良，
吉松彰
末熟児lこ用いられる乳汁として，人乳， 5%糖添加 
12%稀釈市販調製粉乳， 20%稀釈市販半脱脂粉乳
の電解質N量を測定し，半脱脂乳にては他の 2者に
比し，摂取量が可成り大となる事を認めた。半脱脂
乳栄養未熟児は電解質の過剰蓄積を起す事が出納試
験の結果認められ，叉その電解質， N摂取量の大な 
る為，腎より排世すべき量が増大し，その結果最小 
必要尿量が増加し，出生後初期の乳汁暗乳量が寡い
時期K於て，特に脱水の危険K曝らされ，叉 Super-
mineralisationの危険があると考えられた。将来の 
研究に於て，現在認められて居る如き特長以上の確
実なる長所が明らかにされない限り，高電解質にし
て高蛋白の乳汁は少く共出生後日の浅い未熟児l乙使
用を勧めるべきものではないと考えられる。
